
 

 

 

 

 

 

 

今年度の飛騨高山フューチャープロジェクトでは、ビジネス科生徒は参加企

業および就業体験の紹介やその魅力について、SNS を用いて PR を行います。 

そのためビジネス科生徒は、実際に企業へ出向き、取材活動を行うため、実際

に企業へアポ取りの電話をかけました。 

履修している科目「ビジネス基礎」では、「ビジネスとコミュニケーション」

という章で、「話し方と聞き方」や「ビジネスマナー」を学びます。 

教科書を用いて、言葉づかいや電話応対についてロールプレイングを交えな

がら学んだあと、実際に企業へ電話をかけ、取材で訪問するためのアポイントを

とりました。 

 

はじめての経験に皆とても緊張しながらも、丁寧な対

応に心がけ、しっかりと取材の連絡ができました。 

＜生徒の感想＞ 

・敬語とかきっちりした言葉で会話するのが大変でした

が、相手にいい印象を与えられるように頑張りました。 

・緊張したけれど、相手に伝わりやすいように話すことが

できたと思います。 

・私自身は電話をしていませんが、ペアの子が丁寧に受け答えをしていてすごい

と思ったし、どのように通話すれば相手に伝わりやすいのか考えながら、電話の

内容を聞くことができました。緊張しましたが非常に良い経験になりました。 

・目の前に企業の方がいらっしゃると思って電話することができました。 

・心を込めて、感謝の気持ちが伝わるように電話ができたと思います。 
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